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Footnotes:

クルアーンの中でイエスの弟子たちに与えられた名はアル＝ハワーリーユーンです。この言葉は白色のように純粋なものを表します。ま
た、彼らは白い衣服をきていたという伝えもあります。

1

イエスは睡眠の状態の中で起こされました。ここで使われている「ワファー」という言葉は睡眠と死の二つの意味があります。
アラビア語では、睡眠は小さい規模での死と呼ばれます。そして6章60節や39章42節では「ワファー」と言う言葉が死ではなく、眠り
という意味で使われています。4章157節の中でイエスの磔、殺害は否定されており、全ての人間が死ぬことになっていますが
、イエスは地上に戻ってくるので、この節での「ワファー」のただ一つの解釈は、眠りということになるのです。

2

イエスではない誰か別の人がイエスに似せられたのであり、磔にされたのはイエスではありませんでした。いくつかのクルアー
ンの解釈によると磔にされたのは、イエスの弟子の一人であり、自らをイエスに似せ、イエスが天から復活するために自ら殉
教を選んだとされています。

3

イエスは魂と肉体が昇天しただけであり、死んだわけではありません。彼はまだ天に住んでおり、終末の時に地上に戻ってきま
す。地上での役割を果たした後に彼は死ぬのです。

4

これが全ての神の使徒の教えであり、考えでした。なのでこの記述は一つの集団だけで信じられているものではなく、神を崇拝

5



したい全ての人の共通の教えなのです。

もし人が他人に従い、神に逆らうのであれば、彼はその人を神の代わりに主とみなしたことになります。6

三位一体説のこと。7

全てのユダヤ教徒がそれを信じているわけではありませんが、否定できているわけでもありません（5章78〜79節を見てくださ
い）。ある罪が許容され広められているのであれば、宗教内の人々すべてが責任を負います。

8

律法学者とは知識のある人々であり、修道士とは儀礼や崇拝行為に没頭している人々のことです。両者とも宗教における先導者であり模範
ですが、その影響力によって人々を過ちに導く可能性もあります。

9

「かれの死」の「かれ」はイエスのこと、または啓典の民の誰かのこと、いずれをも指しえます。もしそれがイエスのことを
指すのであれば、全ての啓典の民が、イエスの地上での復活の際、その死の前にイエスを信じるようになります。そこでイエス
は自分が神や神の子ではなく神の使徒であることを証明し、人々に神だけを崇拝し、イスラームのもとに神だけに服従するよう呼
びかけます。一方、もしこの代名詞が啓典の民の内の一人を指すのであれば、イエスは神ではなく神の預言者であることを、全
人が自分が死ぬ前に確信することになる、という意味になります。しかしその確信も、意思の自由からではなく、厳罰の天使を見た
ときに起こることなので、当人には何の利益ももたらさないのです。

10

5節116〜118節参照11

イエスの復活は、審判の日が近いことの印となります。12

神と共に他のものを崇拝することは、それらを神の代わりに崇拝していることと同じです。両者とも崇拝が神以外の何かに向けら

13



れているというこですが、神は崇拝されるべきただ一つの存在なのです。

イエスが言ったように、イエスが自分や自分の母親が崇拝されるように呼びかけてはいないことを、神はご存知です。この質問は
イエスやマリアを崇拝する人々に、本当に彼らに従うのなら、イエスやマリアを崇拝する慣習をやめるべきではないか、と投げかけ
ているのです。もしその慣習をやめないのであれば、彼らは終末の日にはイエスに見捨てられるということであり、また彼らはイエ
スに従っていたのではなく、ただ自分の好みに従っていただけということになります。

14

別の言葉で言えば、こうなります：「あなたは誰が罰せられるべきかご存知なので、その者を罰されるでしょう。そして誰が赦される
べきなのかもご存知なので、その者をお赦しになるのでしょう。本当に、あなたは罰する力のある強者であり、全てのことを
正しく収められる英明者であるので、赦しに値する者をお赦しになるのです。」

15
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